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【議会報告会】 

○源泉徴収事務の誤りは民間企業であれば起こり得なかったものと考える。 

⇒議員 これまで税務署からの指摘を受けておらず適正であると考えていた処理に対し、

今年初めて指摘を受けた事案であり、既に事務処理の改善を図ったとの報告を受

けている。 

○理事者の答弁に、四日市市自治会加入の促進と自治会活動推進のための条例を活用して

自治会加入のメリットを伝えていくとあるが、議員としては実際にどのようなメリット

があると考えているのか。避難行動要支援者の情報は組長を通じて共有されることにな

っているが、共有されておらず、自治会長に確認しても、個人情報保護を理由に確認で

きなかった。自治会加入のメリットが損なわれていると考えるがどうか。 

⇒議員 各自治会でサービスに違いがあり、どこにメリットを感じるかも人それぞれによ

って違うと考えている。例えば、高齢者支援、子供の見守り活動、災害時対応な

どにおいては、自治会の加入者情報が活用されている。避難行動要支援者につい

ては、本人の合意を得ることで、連絡先を共有している町も存在するため、運用

の中で解決できる課題と考える。個人情報保護のため市が情報共有を強制するこ

とはできないので、自治会内でどのような運用としていくのか議論してもらいた

い。 

 

【シティ・ミーティング】 

≪テーマ：四日市市自治会加入の促進と自治会活動推進について≫ 

○自治会への加入は強制かどうかをきかれるが、強制ではないが加入してもらっていると

いう返答しかできない。あらかじめ自治会に入るメリット、デメリットを説明できるよ

うにする必要があると考える。特に賃貸住宅の方は疑問を強く持たれる傾向にある。 

○条例制定を契機に市、自治会が自治会加入率の一層の向上を目指していく必要があるし、

実績をチェックし、改善に繋げていく仕組みが必要であると考える。 

○集合住宅の方への勧誘などにおける成功事例を持ち寄って、各地区で紹介し合う協議会

の設置を検討してほしい。 

○自分の地域の自治会費は比較的高額だが、公民館やごみ置き場等を維持管理するために

（案） 



必要な経費であるとの理解は十分に得られている。自治会にわかりやすいメリットはあ

まりないかもしれないが、お金に換えられない地域の繋がりが得られる組織だと捉えて

いる。 

○自治会に加入した人につらいことばかりだと思われないように、積極的に話しかけ、繋

がりを感じてもらえるように心がけている。地域ごとに自治会活動の楽しみを見つけて

発信していければと思う。 

議員 大規模マンションが建設された際には、新たな自治会を設立して、加入してもらう

ように働きかけているが、加入を希望しない世帯は多い。子供会の行事に誘えず、

子供の交流の機会が減ってしまうことも案内しているが、反応は厳しいものがある。 

議員 自治会は任意加入の団体であることから、自治会に加入しなければ自治会が管理す

るゴミ置き場を利用できないといったデメリットを設ける対応は難しいと考える。 

議員 かつては自治会を通じた地域交流が盛んに行われていたが、時代の経過とともに、

リスクを避ける傾向が強まってきており、地域交流が少なくなっていると感じる。 

議員 海外では自治会制度が殆ど存在しないため、外国人市民に理解してもらうことは難

しいと感じる。助け合いの精神の基本となる自治会制度は重要であるが、何が加入

するメリットなのかは地域によって違うため、自治会同士で情報共有を図っていく

ことは重要である。 

議員 超高齢化や単身世帯化が加速する中で地域コミュニティの維持はより重要となって

くる。若年層にとっては、自治会活動への参加が加入を敬遠する要因になっている

が、寧ろ参加することがメリットと受け取られるようにアピールできればと思う。 

議員 頑なに加入したがらない人達を無理やり加入させたところで、役割は果たしてもら

えない。人によってはメリットでありデメリットであるという点において、非常に

難しい課題であると思っている。 

議員 単身世帯で退職後に孤立しがちであった方が、自治会の加入によって、地域活動に

積極的に参加するようになった事例があり、自治会加入のメリットを感じた。 

議員 風通しのよい体制としていくため、連合自治会という組織の中をしっかり見直すこ

とは重要であり、組織内で異論があっても何らかの形で議論に繋げていくべきと考

える。 

○議会報告会は各常任委員会が別日に開催し、開始時刻は参加しやすい19時にしてほしい。 

⇒議員 議会報告会の在り方について検討している最中であり、意見として承る。 


